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秋
の
気
配
が

一
段
と
深
ま
っ
た
１０
月
１７
日
、
新
宿

・
都
庁
前
の
ホ
テ
ル

「セ

ン
チ
ュ
リ
ー
ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京
」
で
、
「第
２７
回
東
京
旭
川
会
　
総
会
。懇
親

会
」
が
盛
大
に
開
か
れ
た
。
遠
路
か
け
つ
け
た
菅
原
功

一
・
旭
川
市
長
ら
来

賓

ｏ
随
行
者
２‐
人
、
会
員
８２
人
、
総
勢
１
０
３
人
。
総
会
に
続
く
懇
親
会
で

は
、
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
懐
か
し
の
仲
間
の
顔
を
確
か
め
合
い
な
が
ら
、
秋

の
夜
長
に
歓
談
の
輪
が
広
が
っ
た
。

開
場
は
午
後
６
時
半
。
そ
の
１
時
間

も
前
か
ら
会
員
た
ち
が
続
々
と
集
ま
り

は
じ
め
た
。
広
い
ロ
ビ
ー
で
く
つ
ろ
ぎ
、

旧
知
が
再
会
を
喜
ぶ
姿
が
あ
ち
こ
ち
に

見
ら
れ
た
。

会
場
は
昨
年
と
同
じ
、
広
々
と
し
た

「ク
リ
ス
タ
ル
ル
ー
ム
」。
特
産
品
と
恒

例
の
旭
川
ラ
ー
メ
ン
屋
台
、
北
海
道
物

一産
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
そ
し
て
メ
ー
ン
テ

ー
ブ
ル
に
は
和
食
、
洋
食
、
中
華
の
料

理
が
と
こ
ろ
狭
し
と
並
ん
で
い
る
。
テ

ー
ブ
ル
を
取
り
巻
く
よ
う
に
、
冷
え
た

ビ
ー
ル
が
並
ん
だ
７
、
８
卓
の
丸
テ
ー

ブ
ル
が
配
置
さ
れ
、
壁
際
に
は
高
齢
者

に
配
慮
し
て
か
椅
子
が
た
く
さ
ん
並
ベ

ら
れ
て
い
る
。

午
後
６
時
半
、
司
会
を
務
め
る
安
井

規
雄
幹
事
の
一
際
大
き
な
高
い
声
で
、

総
会
の
幕
が
落
と
さ
れ
た
。
大
雪
山
系

の
頂
き
は
す
っ
ぽ
り
冠
雪
、
ナ
ナ
カ
マ

ド
が
す
っ
か
り
紅
葉
し
て
雪
虫
が
舞
う

な
ど
、
冬
支
度
に
勤
し
む
故
郷
の
近
況

風
景
が
報
告
さ
れ
、
会
場
は
一
気
に
盛

り
上
が
り
を
見
せ
た
。

会
則
に
の
っ
と
り
議
長
に
竹
原
茂
雄

会
長
が
選
出
さ
れ
、
議
案
審
議
に
入
っ

た
。
小
柳
武
二
事
務
局
長
か
ら
、
「平
成

・４
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
報
告
」

（第
１
号
議
案
）と
「平
成
１５
年
度
事
業

計
画
、
予
算
案
矢
第
２
号
議
案
）
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
り
、
植
木
宏
昌
監
事

か
ら
は
決
算
に
伴
う
監
査
報
告
が
さ
れ
、

全
員
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。
引
き
続

き
、
「会
長
選
出
宍
第
３
号
議
案
）な
ど

に
移
り
、会
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
「会
長

留
任
で
お
願
い
し
ま
す
」
の
声
、満
場

一

致
で
留
任
が
決

定
。
議
案
審
議

は
と
ど
こ
お
り

な
く
終
了
し
た
。

留
任
決
定
を

受
け
、
竹
原
会

長
は
「微
力
な

が
ら
、
引
き
続

き
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

会
は
年
々
会
員

が
減
り
、
歯
止

め
が
き
か
な
い

の
が
悩
み
の
種
。

会
員
増
を
は
か
る
べ
く
専
門
委
員
会
を

設
置
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
故
郷

・

旭
川
と
い
う
共
通
の
話
題
を
通
し
て
、

新
た
な
出
会
い
を
増
や
し
て
い
き
た

い
」と
決
意
表
明
。

こ
の
後
、
司
会
は
ベ
テ
ラ
ン
の
加
藤

桂
子
幹
事
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、
懇

親
会
の
開
宴
。
軽
快
な
音
楽
が
流
れ
る

中
、
菅
原
市
長
を
先
頭
に
２．
人
の
来
賓

が
入
場
し
、　
一
段
と
大
き
な
拍
手
。

竹
原
会
長
の
挨
拶
を
皮
切
り
に
、
な

ど
や
か
な
宴
が
始
ま
っ
た
。
「旭
川
は
明

治

ｏ
大
正
時
代
の
建
造
物
が
今
に
残
る

文
化
の
マ
チ
で
す
。
先
日
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ

ジ
オ
に
耳
を
傾
け
て
い
た
ら
、
旭
山
動

物
園
を
見
学
し
た
永
六
輔
さ
ん
が

″あ

ん
な
素
晴
ら
し
い
動
物
園
は
な
い
″
と

ベ
タ
ぼ
め
の
感
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
そ
ん
な
旭
川
に
育

っ
た
こ
と

を
誇
り
に
思

っ
て
い
ま
す
」と
エ
ー
ル

を
贈
り
、続
い
て
「会
員
減
が
続
い
て
残

念
だ
が
、
ひ
と

り
で
も
多
く
の

方
々
に
参
加
し

て
頂
け
る
よ
う

工
夫
を
こ
ら
し
、

会
を
盛
り
立
て

た

い
」と
述
ベ

た
。菅

原
市
長
は

「お
招
き
を
項

い
て
、
喜
ん
で

飛
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
旭
山

動
物
園
は
新
聞
、

テ
レ
ビ
を
始
め
、
皆
さ
ん
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
も
あ
っ
て
昨
年
は
最
高
の
人
出
。

今
年
は
そ
の
記
録
を
更
新
す
る
勢
い
で
、

全
国
何
処
で
も
話
題
で
す
。
旭
川
空
港

も
、
今
夏
か
ら
東
京
―
旭
川
間
に
Ａ
Ｉ

Ｒ

Ｄ
Ｏ
が
就
航
し
て
便
利
に
な
り
、
今

年
は
開
設
以
来
、
最
高
の
利
用
客
で
賑

わ
い
ま
し
た
」と
述
べ
た
。

次

い
で
来
賓
が
紹
介
さ
れ
、
三
上

章

・
旭
川
市
議
会
議
長
の
乾
杯
の
音
頭

で
懇
談
の
輪
が
広
が
っ
た
。

ビ
ー
ル
、
水
割
り
、
ワ
イ
ン
を
片
手

に
語
り
合
う
グ
ル
ー
プ
、
椅
子
に
腰
を

下
ろ
し
料
理
に
舌
づ
つ
み
を
打
つ
人
な

ど
、
あ
ち
こ
ち
で
談
笑
の
渦
。
そ
の
間

を
ポ
ラ
ロ
イ
ド
に
よ
る
無
料
撮
影
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
、
人
気
を
博
し
た
。

ラ
ー
メ
ン
屋
台
は
ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ

が
丹
精
を
込
め
た
と
あ
っ
て
人
気
も
絶

項
。
隣
接
の
特
産
品
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

旭
川
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
使

っ
た
「リ
ヨ

ネ
ー
ズ
」
カ
ボ
チ
ャ
を
調
理
し
た
「
ム

ー
ス
」な
ど
が
並
ぶ
。

今
年
は
旭
川
市
初
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
誕
生
を
目
指
す
第
２６
代
日
本
ス
ー

パ
ー
フ
ラ
イ
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
プ
ロ

ス
パ
ー
松
浦
選
手
（国
際
ボ
ク
シ
ン
グ

ス
ポ
ト
ツ
ジ
ム
所
属
）が
特
別
参
加
す

る
予
定
だ
っ
た
が
、
９
月
６
日
に
開
か

れ
た
初
防
衛
戦
で
の
ダ
メ
ー
ジ
で
、
残

念
な
こ
と
に
不
参
加
。
司
会
の
加
藤
幹

事
は
、
同
ジ
ム
の
高
橋
美
徳
会
長
か
ら

届
け
ら
れ
た
「松
浦
は
将
来
必
ず
世
界

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
れ
る
期
待
の
星
。

郷
土
の
皆
さ
ん
、応
援
を
よ
ろ
し
く
」ど

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
た
。

来
賓
の
中
か
ら
は
、
北
海
道
国
際
航

空

（株
）
代
表
取
締
役
社
長
の
滝
澤
進

氏
、
男
山

（株
）
社
長
の
山
崎
興
四
良

氏
の
挨
拶
が
あ
り
、
華
を
添
え
た
。

宴
が
た
け
な
わ
に
達
し
た
こ
ろ
、
安

井
幹
事
の
司
会
で
抽
選
会
が
始
ま
っ
た
。

当
選
番
号
を
読
み
上
げ
ら
れ
る
た
び
に

歓
声
が
上
が
る
。
圧
巻
は
、
東
京
―
旭
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川
間
の
航
空
券
（往
復
）と
ホ
テ
ル
宿

泊
券
セ
ッ
ト
２
組
の
抽
選
。
ゲ
ッ
ト
し

た
吉
崎
与

一
さ
ん
は
「４
年
前
に
続
い

て
２
度
目
。
も
の
す
ご
く
ラ
ッ
キ
ー
。

孫
と
遊
び
に
行
き
ま
す
」と
大
喜
び
。協

賛
各
社
か
ら
提
供
さ
れ
た
賞
品
が
次
々

に
手
渡
さ
れ
、
空
く
じ
な
し
の
抽
選
会

は
わ
き
に
沸
い
た
。

参
加
者
の
最
高
齢
者
は
浦
和
市
在
住

の
田
中
国
夫
さ
ん
（８２
）ｏ
旭
川
を
離
れ

て
２０
年
余
。
市
総
務
課
の
文
書
係
長
時

代
に
「旭
川
市
史
安
全
７
巻
）
の
４
巻

ま
で
編
集
に
関
わ
っ
た
。
「毎
年
欠
か
さ

ず
参
加
し
て
い
る
が
、
顔
な
じ
み
が

年
々
減

っ
て
寂
し
い
」と
感
想
を
漏
ら

す
。ま
た
、初
参
加
の
萩
達
郎
さ
ん
（７９
）

＝川
崎
市
在
住
＝
は
旭
中
３４
期
。
同
期
会

で
東
京
旭
川
会
の
存
在
を
知
っ
た
。
「中

学
時
代
の
仲
間
に
出
会

っ
て
本
当
に
楽

し
か
っ
た
」。

宴
の
締
め
は
高
丸
修

ｏ
旭
川
商
工
会

議
所
会
頭
に
よ
る
万
歳
三
唱
。
拍
手
の

な
か
盛
会
だ
っ
た
会
も
終
了
。
参
加
者

は
米
や
本
場

・
旭
川
ラ
ー
メ
ン
入
り
の

土
産
袋
を
手
に
、
来
年
の
再
会
を
約
束

し
て
散
会
し
た
。

ご
来
賓
（旭
川
市
関
係

旭
川
市
長

・
菅
原
功

一
、
同
夫
人

・
菅

原
美
喜
子
、
旭
川
市
議
会
議
長

・
三
上

章
、
同
事
務
局
庶
務
課
長

・
谷
口
和
裕

旭
川
商
工
会
議
所
会
頭

・
高
丸
修
、
旭

川
市
収
入
役

・
斉
藤
昴

一
、
商
工
観
光

部
長

・
吉
永
克
己
、
一商
工
観
光
部
産
業

振
興
課
主
幹

・
野
村
斉
、
企
画
財
政
部

秘
書
課

・
嘉
屋
昌
幸
、
企
画
財
政
部
秘

書
課
主
査

・
坪
内
浩
行

ご
来
賓

北
海
道
新
聞
社
東
京
支
社
支
社
長

・
村

田
正
敏
、
（社
）北
海
道
倶
楽
部
調
査

役
・布
施
俊
幸
、北
海
道
ふ
る
さ
と
会

連
合
会
会
長
・小
山
昌
志
、
サ
ッ
ポ

ロ

ビ
ー
ル
（株
）営
業
推
進
部
部
長
・手
島

孝
雄
、北
海
道
国
際
航
空
（株
）代
表
取

享
年
８．
歳
。
当
会
の
発
足

以
来
、
八
木
祐
四
郎
前
会

長
と
の
二
人
三
脚
で
会
を

桑本平八前事務局長 逝く 顆鱗
餓
一蠅一鰊
一麒
一舗
一麟
船
和
一絆
鮮
一一一一瀞
一一”町
一一一一町に＝

締
役
社
長
・滝
澤
進
、同
東
京
支
店
支

店
長
・猪
瀬
英
雄
、同
副
支
店
長
・西
崎

政
明
、
男
山
酒
造
（株
Ｙ
山
崎
興
四
良
、

オ
エ
ノ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（株
）秘

書
課
長
・秋
田
悠
紀
夫
、
（株
）ダ
ン
ケ

ジ
ャ
パ
ン
統
括

マ
ネ
ー
ジ
ャ
・山
本
勝

也
、池
田
町
東
京
事
務
所
所
長
ｏ中
林
司

祝
電

関
西
旭
川
会
会
長
畠
豆澤
敬

一
郎
、
（社
）

旭
川
観
光
協
会
会
長

・
稲
村
健
蔵

〈〓
昌貝

浅
野
義
一元
、
相
田
進
、
有
本
誠
、
伊
東

喜
久
子
、
岩
渕
清
司
、
伊
塚
清
、
岩
垂

由
紀
子
、
植
木
宏
昌
、
海
老
澤
美
智
子

大
田
明
、
大
野
武
夫
、
大
屋
道
夫
、
折

登
園
枝
、
荻
達
郎
、
大
竹
龍
雄
、
大
島

英

一
、
尾
崎
靖
亮
、
川
端
英
人
、
加
藤

文
哉
、
神
部
泰
、
加
藤
桂
子
、
柏
谷
直

北
野
正
夫
、
喜
多
美
佐
子
、
北
村
武
宏

窪
田
敬
昭
、
黒
崎
弘
、
近
野
光
佑
、
小

柳
武
二
、
ｆ個
菌
劃
紀
、
斉
藤
弘
明
、
佐

藤
哲
朗
、
直
原
綾
子
、
菅
井
周
二
、
高

尾
榮
二
、
高
橋
文
子
、
田
原
勝
司
、
竹

原
茂
雄
、
高
木
宏
明
、
田
中
国
夫
、
高

畠
政
雄
、
武
田
陽
子
、
高
田
保
、
綱
島

正
寛
、
寺
田
英
子
、
土
井
磨
智
子
、
仲

川
有
、
中
村
泰
敏
、
西
木
戸
孝
夫
、
西

田
育
子
、
西
村
明
、
沼
形
英
男
、
野
作

雅
章
、
浜
崎
泰
子
、
原
田
忠
治
、
坂
東

勝
利
、
坂
東
幸
子
、
原
公
朗
、
広
野
貴
之
、

古
畠
誠

一
、
堀
江
秀
明
、
本
間
敏
弘
、

本
田
真
知
子
、
松
島
正
、
松
田
勇
三
、

牧
野
哲
雄
、
牧
野
百
合
子
、
松
島
蔦
、

牧
田
紀
子
、
森
陽
一
、
森
喬
伸
、
茂
木

信
昭
、森
真
弓
、森
山
広
子
、安
井
規
雄
、

山
本
剛
、山
原
正
博
、山
城
弘
康
、山
本

正
純
、
横
田
茂
、
吉
崎
与

一
、
横
倉
博

支
え
て
き
た
名
事
務
局
長
で
あ
っ
た
。

１１
月
１２
日
に
は
通
夜
、
翌
１３
日
に
は

告
別
式
が
戸
田
斎
場
に
て
行
わ
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
本
人
の
遺
志
に
よ
り
家
族
の

み
の
密
葬
と
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
バ

イ
ア
ス
ロ
ン
な
ど
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体

の
事
務
局
長
な
ど
も
務
め
た
と
あ
っ
て
、

訃
報
を
聞
き
つ
け
た
有
志
た
ち
が
、
会

場
を
訪
れ
て
最
後
の
別
れ
を
告
げ
た
。

ど
子
息
の
話
に
よ
る
と
、
こ
の
夏
頃

か
ら
目
に
見
え
て
体
調
を
崩
し
、
通
院
、

検
査
を
く
り
返
し
て
い
た
と
い
う
。

１１

月
７
日
入
院
、
９
日
に
は
容
体
が
悪
化

し
て
午
前
１
時
半
逝
去
。
肺
が
ん
で

あ

っ
た
。

今
年
の
総
会

・
懇
親
会
に
も
体
調

不
良
で
欠
席
さ
れ
、
出
席
者
か
ら
は

桑
本
氏
の
消
息
を
問
う
声
が
多
く
聞

か
れ
た
。

信
頼
が
篤
く
、
頑
固
な
面
も
持
ち

あ
わ
せ
て
い
た
が
、
後
輩
達
の
声
に

耳
を
傾
け
る
柔
軟
な
心
の
持
ち
主
で

も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
人
柄
が
多
く
の

人
に
愛
さ
れ
た
所
以
で
あ
ろ
う
。

心
か
ら
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

卜

　

　

に

ご
協
賛

・
ご
協
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〓
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■
■
●
●
■
一

■
一旭
一川
一商
■
一一一会
一議
一所
●
■
●
■
‐―――――――――――――――‐‐―
―――――‐…――――――
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●
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セ
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■
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●
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●
■
一

一★
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一一サ
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一一テ
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■
■
●
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パ
リ
一一ス
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■
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■
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（
株
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■
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■
＝
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●
■
■
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Ｙ
十
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■
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■
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●
■
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一
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【
一イ
ツ
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京
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ボ
＝
ビ
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ル
朱
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Ｖ
■
●
一

一★
一一一Ｉ
■
卑
ツ
幕
ス
一キ
一＝
八
株
Ｖ
●
一

一★
一一オ
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一■
一一ン
一ま
一■
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一一一一デ
一４
一一一ソ
一ダ
一■
金
鱗
一

★
藤
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製
麺
【
株
Ｙ
■
■
■
●
●
＝

☆
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一一一）一一セ
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＝
＝
■
＝
■
＝
■
■
一

★
佐
賀
孝
郎
薦
一店
＝
＝
●
＝
■
●
一

一薫
一一一一一（一有
潮
本
一聞
一酬
一動
一麗
＝
〓
＝
■
■
一

一☆
麻
株
）
ダ
リ
一引
一ジ
一畔
婢
一一一一一シ
■
■
■
一

一☆
今
一一野
醸
撻
（
株
Ｖ
＝
＝
■
■
■
＝

一★
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常
大
心
堂
一一雷
お
■
し
■
■
■
一

★
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驀

ユ
ニ
ー
ク
な
施
設
で
全
国
か
ら
注
目

を
集
め
て
い
る
旭
山
動
物
園
が
、
イ
メ

ー
ジ
ソ
ン
グ
の
歌
詞
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
。

そ
の
中
か
ら
富
田
正

一
さ
ん
の
作
品

が
選
ば
れ
、
工
藤
昌
晴
さ
ん
が
作
曲
を

し
た
。
楽
譜
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
旭

山
動
物
園
に
。
８
８
８
出
？
〓
〓

作
詞
　
曽
田
田
正

一

空
に
　
ゆ
ら
ゆ
ら
　
白
い
雲

わ
た
し
と
ぼ
＜
の
　
お
友
だ
ち

猿
さ
ん
　
虎
さ
ん
　
ベ
ン
ギ
ン
さ
ん

遊
び
に
き
ま
し
た
　
つ」
ん
に
ち
は

広
＜
て
　
大
き
い
　
旭
出

動
物
園
は
　

つヽ
れ
し
い
な

の
乙

風
が
　
そ
よ
そ
よ
　
呼
ん
で
い
る

あ
ふ
れ
る
笑
顔
　
げ
ん
き
な
子

鳥
さ
ん
　
鹿
さ
ん
　
ラ
イ
オ
ン
さ
ん

み
ん
な
で
仲
良
＜
遊
び
ま
し
よ
う

広
＜
て
　
大
き
い
　
旭
出

動
物
園
は
　
ゆ
か
い
だ
な

０
０

心
　
ほ
の
ぼ
の
　
ふ
れ
あ
い
の

地
球
に
響
＜
　
愛
が
あ
る

象
さ
ん
　
出
羊
さ
ん
　
自
熊
さ
ん

見
る
ほ
ど
　
知
る
ほ
ど
　
苗ワ
い
っ
ぱ
い

広
＜
て
　
大
き
い
　
旭
出

動
物
園
は
　
た
の
し
い
な

年
の

「郷
土
訪
間
の
旅
」
は
、

２
日
か
ら
４
日
か
５
日
ま
で
の

ぜ
実
施
さ
れ
た
）^
市
原
会
長
夫

始
め
参
加
者
総
勢
２２
名
は
、
穏

に
晴
れ
わ
た

っ
た
大
雪
連
峰
を

な
が
ら
、
無
事
旭
川
空
港
に
到

た
。

港
内
に
中
国
語
や
ハ
ン
グ
ル
語

の
案
内
が
あ
る
こ
と
に
ま
ず
驚
い
た
。

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
が
、
千

歳
経
由
で
は
な
く
直
接
、
旭
川
か
ら

観
光
を
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
、
発
展
ぶ
り
が
こ
の
一
事
を

み
て
も
よ
く
納
得
で
き
た
。
そ
の
他
、

市
役
所
の
方
の
報
告
を
伺
い
な
が
ら
、

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
ヘ
向
か
っ
た
。

ホ
テ
ル
最
上
階
で
市
主
催
の
歓
迎
昼

食
会
が
開
か
れ
、
菅
原
市
長
よ
り
歓
迎

の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
久
し
ぶ
り
の

故
郷
の
美
味
し
い
味
を
堪
能
し
、
旭
川

に
帰
っ
て
き
た
こ
と
を
実
感
し
た
。

竹
原
会
長
の
お
礼
の
挨
拶
で
お
開
き

と
な
り
、
そ
れ
か
ら
希
望
者
で
旭
山
動

物
園
へ
出
発
し
た
。
昨
年
も
同
じ
企
画

で
訪
問
し
て
お
り
、
「時
の

経
つ
の
を
忘
れ
る
く
ら
い

楽
し
か
っ
た
」
と
聞
い
て

い
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
と

て
も
期
待
し
て
い
た
。

暉
に
た
が
わ
ず
、
全
国

に
そ
の
名
を
と
ど
ろ
か
せ

る
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
。

と
に
か
く
、
ど
の
動
物
も

生
き
生
き
と
自
然
の
姿
を

見
せ
て
く
れ
る
。

最
初
に
出
迎
え
て
く
れ

た
ペ
ン
ギ
ン
達
は
、
人
を

恐
れ
る
ど
こ
ろ
か
反
対
に

私
た
ち
を
観
察
す
る
か
の

よ
う
に
近
寄
っ
て
く
る
し
、

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
は
３
月

に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い
て
、
地

上
１６
メ
ー
ト
ル
に
張
っ
て
あ
る
綱
を
ゆ

う
ゆ
う
と
渡
ヶ
空
中
散
歩
を
披
露
。

猿
山
の
お
猿
さ
ん
達
は
、
四
角
い
箱

の
小
さ
な
穴
に
手
を
入
れ
て
、　
一
生
懸

命
エ
サ
取
り
に
夢
中
で
あ
る
。
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
泳
ぎ
を
繰
り
返
す
自
熊
は
、

見
て
い
て
飽
き
な
い
光
景
で
あ
る
。

第 16回 「郷土訪間の旅」 加藤桂子 空言デ黒言纏員今
了

熙

了

熙

熙

ポ

了

ポ

了

了

了

了

了

ポ

ポ

了

ポ

熙

熙

了

了

ポ

了

了

了

了

熙

了

熙

熙

了

了

熙

了

ポ

ポ

熙

亥

了

了

ポ

ポ

了

了

脈

故郷は近くにありて……

懃

鼈

懃

鼈

罐

罐

罐

罐

罐

≪

罐

罐

熙

≪

≪

罐

≪

罐

鼈

懃

鼈

懃

懃

懃

唸

沐
袢

こ
の
よ
う
な
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を

恙

動物園で見せるのは大変な
こと。膠

ご説明くださ
った小菅園長はじ
恙

め
スタ
ッフの皆さんの動物
の命
や

に
対
す
る
愛
情
が
、
し
み
じ
み
と
伝

袢

わ
ってきた。　　　　　　　　　綺

エ
ン
ソ
ッ
チ
メ
ン
ト
大
賞
２
０
０

恙

２
の
飼
育
施
設
部
門
大
賞
、
最
優
秀

綺

動
物
園
賞
を
受
賞
し
、
優
れ
た
動
物

恙

園として認められて
いるのも当
綺

然と思う。見ど
ころ
い
っぱ
いで
袢

心残りであ
ったが
「また、皆
に
わ

会
い
に
来
る
か
ら
ね
」
と
心
に
つ
ぶ

恙

ゃ神嗽げ』刺レ峰はれけ。「東京
埒

事
務
所
勤
務
経
験
職
員
」
の
方
々
と

や

有
志
に
よ
る
懇
談
会
が
も
た
れ
、
旧

髯

一父
を
あ
た
た
め
た
。　
　
　
　
　
　
　
綺

翌
日
か
ら
は
各
自
自
由
行
動
と
な

恙

り
、
私
は
旭
川
在
住
つ
姉
と
娘
の
女

綺

二
人
連
れ
で
層
雲
峡

へ
。
銀
河
、
流

袢

星
の
滝
が
昔
と
変
わ
ヶ
ぬ
美
し
さ
で

や

流
れ
落
ち
て
い
た
。
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

恙

に
乗
り
、
黒
岳
を
仰
ぎ
見
る
と
、
日

枷

本

一
早
い
と
言
わ
れ
て
い
る
と
お
り
、
恙

項
上
付
近
は
す
で
に
紅
葉
が
始
ま
っ
　
湾

て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
袢

〈故郷
は遠くで
はなく、近く
わ

に
あ
り
て
思
う
も
の
〉
を
実
感
す
る

（

報一醐崚庫商役っは．膿刷輔訳ギ
鰊

務所
の皆さま
に感謝し
つつ筆を
や

置
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
袢茉
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「旭
川
」
が
市
制
を
確
立
し

た
の
は
、
大
正
１１
年
（１
９
２

２
）
８
月
１
日
。
そ
れ
以
前
、
歴

史
上
、
初
め
て
旭
川
と
い
う
名

が
登
場
す
る
の
は
明
治
２３
年

（１
８
９
０
）、
上
川
郡
に
旭
川
、

神
居
、
永
山
の
３
村
が
置
か
れ

た
の
が
始
ま
り
で
す
。

当
時
の
旭
川
村
の
人
口
は
わ

ず
か
６
９
７
人
で
し
た
が
、
同

３０
年
の
上
川
郡
役
所
の
開
庁
、

３‐
年
の
鉄
道
開
通
（滝
川
ｏ旭
川

間
）
に
と
も
な
い
村
も
発
展
、

３３

年
８
月
３．
日
に
は
村
か
ら
町
ヘ

と
改
称
し
ま
す
。

さ
ら
に
１
年
後
に
は
第
七
師

団
司
令
部
が
札
幌
か
ら
旭
川
に

移
転
し
、
人
口
は
飛
躍
的
に
伸

び
て
、
前
述
の
市
制
施
行

へ
と

つ
な
が
る
の
で
す
。

市
制
か
ら
７８
年
目
の
平
成
１２

年
（２
０
０
０
）
４
月
１
日
、
市

は
道
内
初
の
中
核
市
へ
と
移
行

し
ま
す
。

中
核
市
と
は
政
令
指
定
都
市

（全
国
で
１２
市
）
に
準
じ
た
事
務

権
限
を
持
つ
都
市
の
こ
と
。
人

口
３０
万
人
以
上
、
面
積
１
０
０

貯
以
上
の
条
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

大
正
１１
年
の
市
制
当
初
、
旭

川
市
の
総
戸
数
は
１
万
２
３
７

１
戸
、
人
口
は
６
万
２
４
６
２

人
で
し
た
。

昭
和
３０
年
頃
か
ら
は
近
隣
町

村
と
の
合
併
が
進
み
ま
す
。
同

３０
年
に
は
神
居

・
江
丹
別
村
と
、

３６
年
に
は
永
山
町
、

３８
年
に
は

東
旭
川
町
、

４３
年
に
は
神
楽
町
、

４６
年
に
は
東
鷹
栖
町
と
の
合
併

を
果
た
し
ま
す
。

そ
の
結
果
、
平
成
１４
年
の
国

勢
調
査
で
は
１
６
万
６
８
２
戸

数
、
人
口
は
３
６
万
３
２
０
５

人
を
数
え
、
北
海
道
で
は
札
幌

に
次
ぐ
第
２
の
都
市
と
し
て
着

実
に
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

市
制
が
施
行
さ
れ
た
当
初
、

２２
・
２３
貯
で
あ
つ
た
旭
川
の
面

積
も
合
併
と
と
も
に
次
第
に
拡

大
し
、
今
で
は
７
４
７
ｏ
６
０

１
貯
。
全
国
都
市
６
７
１
市
中

１０
位
の
広
さ
を
誇
り
ま
す
。

人
口
密
度
は
、
１
貯
当
た
り

４
８
３
人
。
東
京
の
人
口
密
度

が
５
５
５
４
人
で
す
か
ら
故
郷

の
人
々
は
、
今
も
ゆ
と
り
あ
る

空
間
の
な
か
で
暮
ら
し
て
い
る

の
で
す
。

る
）。
そ
ん
な
中
で
、
平
成
１４
年

度
の
水
稲
収
穫
量
は
４
万
８
０

０
ト
ン
と
全
道
１
位
。
全
国
的

に
み
て
も
９
７
１
市
中
２
位
の

収
穫
量
を
誇
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
旭
川
に
稲
作
が

導
入
さ
れ
た
の
は
、
明
治
２４
年
。

上
川
郡
雨
粉
の
杉
沢
繁
吉
さ
ん

下上

明大

33山

年系
頃を
の背
師景
団に
道 し
路た
と今
2の
条旭
通川
り

日
本
で
も
有
数
の
広
い
面
積

を
有
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
旭
川
の
農
業
従
事
者
は
、

８
４
６
５
人
。
人
口
比
率
の
わ

ず
か
２
・
８
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん

（平
成
１２
年
度
ｏ国
勢
調
査
に
よ

の
水
稲
試
作
の
成
功
が
き
っ
か

け
で
し
た
。

先
人
た
ち
の
幾
多
の
苦
労
と

時
を
経
て
、
昭
和
３
年
に
は
上

川
管
内
産
米
１
０
０
万
石

（約

・５
万
ト
ン
）
の
突
破
を
果
た
し

ま
す
。
さ
ら
に
同
３８
年
度
に
旭

川
は
、
市
町
村
単
位
の
産
出
米

出
荷
で
日
本

一
と
な
り
ま
し
た
。

平
坦
な
地
勢
と
典
型
的
な

左
上
に
走
る
の
が

師
団
通
り

（現
平
和
通
）

手
前
が
２
条
通
り

陸
型
気
候
、
石
狩
川

・
牛
朱
別

川

ｏ
忠
別
川

・
美
瑛
川
が
交
差

す
る
地
理
的
条
件
に
よ
り
、
上

川
は
道
内
有
数
の
米
の
産
地
と

し
て
定
着
し
て
ゆ
き
ま
す
。

ま
だ
旭
川
が
町
で
あ
っ
た
時

代
か
ら
、
急
激
な
発
展
と
と
も

に
、
教
育
施
設
も
急
増
し
ま
す
。

市
制
施
行
以
前
の
明
治
３０
年

代
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
、

上
川
第

一
か
ら
第
六
ま
で
の
６

校
の
尋
常
小
学
校
が
設
置
さ
れ

ま
す
。

大
正
７
年
に
は
上
川
尋
常
高

等
小
学
校
が
中
央
小
学
校
に
、

上
川
第

一
尋
常
小
学
校
以
下
を

日
章
、
大
成
、
北
門
、
朝
日
、

豊
栄
、
青
雲
小
学
校
と
そ
れ
ぞ

れ
名
称
が
改
め
ら
れ
、
同
１１
年

に
は
旭
川
商
業
学
校
、
旭
川
盲

唖
学
校
が
、

１２
年
に
は
北
海
道

旭
川
師
範
学
校

（現
北
海
道
教

育
大
学
旭
川
校
）が
設
立
さ
れ

ま
す
。

現
在
、
旭
川
市
内
の
学
校
は

幼
稚
園
か
ら
大
学
、
聾
唖
、
養

護
学
校
ま
で
含
め
る
と
１
５
２

校
。
内
訳
は
幼
稚
園
３３
校
、
小

学
校
６０
校
、
中
学
校
３５
校
、
高

校
１５
校
、
大
学

生
品
専
６
校
、

盲

・
龍
耳
ｏ
養
護
学
校
３
校
と
な

っ
て
い
ま
す
。

旭
川
の
中
心
と
い
え
ば
平
和

通
り
。
デ
パ
ー
ト
や
商
店
が
立

ち
並
び
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
ぬ

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

そ
の
平
和
通
り
が
全
国
に
先

駆
け
て
買
物
公
園
と
し
て
生
ま

れ
変
わ

っ
た
の
が
昭
和
４７
年

（１
９
７
２
）
６
月
１
日
。
Ｊ
Ｒ

旭
川
駅
か
ら
８
条
通
り
に
か
け

て
南
北
ｌ
ｋｍ
の
区
間
で
す
。

通
り
か
ら
車
両
を

一
切
排
除

し
て
、
恒
久
的
に
歩
行
者
優
先

と
し
た
画
期
的
な
試
み
は
、
全

国
的
に
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

そ
し
て
３０
年
目
の
平
成
１４
年

（２
０
０
２
）、
４
年
間
の
工
事

期
間
を
経
て
ソ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が

完
了
。
冬
期
に
備
え
て
路
面
の

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
イ
ン
グ
、
イ
ベ

ン
ト
ゾ
ー
ン
の
設
置
な
ど
、
大

き
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、

野
外
彫
刻
の
存
在
。
旭
川
ゆ
か

り
の
彫
刻
家

。
中
原
悌
二
郎
の

作
品
を
始
め
、
多
く
の
作
家
達

の
作
品
が
並
べ
ら
れ
、
「彫
刻
の

ま
ち
」
旭
川
の
シ
ン
ボ
ル
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

（参
考
資
料
「開
基
１
０
０
年
記
念

議リ
ロ
で
見
る
旭
川
の
歩
み
」な
ど
）
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い
ょ
い
よ
、
こ
の
１２
月
か
ら
Ｊ
Ｒ
旭

川
駅
周
辺
の
鉄
道
高
架
事
業
が
始
ま
っ

た
。
こ
の
事
業
は
、
「北
彩
都
あ
さ
ひ
か

わ
」
の
開
発
地
区
の
一
環
と
し
て
、
地

域
を
分
断
し
て
い
る
鉄
道
の
高
架
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
の
流
れ
を
円
滑

に
し
、
さ
ら
に
都
心
部
と
駅
南
北
の
市

街
地
の
一
体
化
を
目
指
す
も
の
。

既
成
の
都
心
部
を
よ
り
広
げ
る
た
め

に
、
新
し
い
駅
合
は
現
位
置
か
ら
約
７０

ｍ
、
忠
別
川
寄
り
に
移
動
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
鉄
道
の
高
架
に
と
も
な
っ
て
、

既
存
の
大
雪
通
り
の
他
、
昭
和
通
り
と

永
隆
橋
通
り
の
２
本
の
通
り
が
忠
別
川

を
渡

っ
て
延
長
さ
れ
、
神
楽
岡
方
面
ヘ

の
動
き
が
ス
ム
ー
ズ
と
な
る
。

旭
川
駅
は
函
館
本
線
、
宗
谷
本
線
、

富
良
野
線
の
大
切
な
要
。
新
し
い
駅
舎

も
高
架
構
造
と
な
り
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
も
４
面
７
線
の
計
画
と
い
う
。

具
体
案
の
詳
細
は
ま
だ
未
定
。
高
架

事
業
の
完
成
は
、
平
成
２３
年
を
予
定
し

て
い
る
。

駅前広場の景観イメージ (北 口)

電 ,……
=饉_:1魂糧 ■ __嗜  _

・駅南回の景観イメージ

旭川米生産流通協議会
ほしのゆめ100%「大雪山見て育ったの」

10kg・ 4,900円
※時期により変動があります。ご了承ください。

お申し込み・ お問い合わせ
旭川市 4条通 9丁 目 朝 日生命ビル
旭川農業振興課内
だ
'0166-25-7438  FAX 0166-26-8624

西神楽夢民村
日本酒「風のささやき」
30020398円/720201,loo円
7202× 12本 02,500円

7202× 13本 03,500円

お申し込み 。お問い合わせ
旭川市西神楽1線 11号
変
'0166-75-4032  FAX 0166-75-3347

ふじくらますも果樹園
「古渾そだち」 りんごジュース

500m2・ 500円/12・ 800円
「古渾そだち」 しそジュース

500m2濃縮 0400円/120400円
リンゴジャム/9og 0 300円
プルニンジャム/9og・ 400円
お申し込み・お問い合わせ
旭川市神居町神居古渾
変
'0166-72-2262  FAX 0166-72-2146

有限会社 谷口農場
トマ トジュース「ゅぅきくん」
190g0200円

きやろっとジュース/19og 0 200円
キャロッ ト&ト マ トジュース
190g020oFl

オーガニック トマ トジュース
700m2・ 800円

手作 りみそ/800g・ 640円
お申し込み・ お問い合わせ
旭川市東旭川町共栄255
変
'0166-34-2534  FAX 0166-33-3048

1票離静歩轟1支で1き憾
1輝‖藝麗1菫轟

辱想?言鯨宅皐杏ぞげ百五姜基季智

クリーマリー農夢
ローファットョーグル ト/9oog・ 710円
手づ くリバター/100g・ 700円
手づ くリガーリックバター/1oog 0 800円
「かみう。ζミんチーズ」 (各種類があります)

約100g・ 500～ 1,Ooo円
お申し込み・ お問い合わせ
旭川市神居町上雨粉
変
'0166-62-9380  FAX 0166-62-9380

旭正 2生活改善グル…プ
「ゆきわ」青大豆味Π曾

450g0500円 /800g0800円
l kg・ 900円

「ゆきわ」黒大豆味噌
450g e 550円 /800g・ 9oo円
l kg 0 1ooo円

「ゆきわ」利尻昆布入味噌
450g・ 550円 /800g・ 9oO円
l kg 0 1ooo円

三升漬/40g。 250円 /130g・ 500円
佃煮「みよしちゃん 1/50g0300円
130g0640F]

かぼちゃポタージュ「なんきん」/130g・ 300円
青大豆きな粉・黒大豆きな粉/各 100g0280円
お申し込み・お問い合わせ
旭川市東旭川町旭正409
変
'0166-32-3602  FAX 0166-32-360203664

こぶしの会
味噌/1 kg 0 500円
つけもの/300g～ 500g e 200～ lo00円
お申し込み・ お問い合わせ
旭川市永山町10丁 目280
変
'0166-48-6389  FAX 0166-48-6389

屯田の里
屯田しょうゆ/300m20550円
屯田味Π曾/800g・ 750円/950g0750円
ら一めん味噌/300g・ 550円
お申し込み 0お問い合わせ
旭川市永山町16丁 目
変
'0166-48-8681  FAX 0166-48-8681

有限会社 キョクトー
「北の大地」かぼちゃのスープ

100g・ 200円 /200g・ 350円
「北の大地」スイー トコーンのスープ

100g0200円 /200g・ 350円
「フレッシュ桃太郎」 トマ トジュース

500mt e 500円

お申し込み・ お問い合わせ
旭川市東鷹栖5線12号
変
'0166-57-5779  FAX 0166-57-8546

TOMB:(ト ンピ)グループ
ポークウインナー/200g0500円
荒挽ウインナー/200g・ 500円
フランクフル ト/200g・ 500円
龍のフランク/200g0500円
キンダーヴィルス ト

1本約300g・ 600円
お申し込み・ お問い合わせ
旭川市西神楽 2線 6号
変
'0166-65-9303  FAX 0166-65-4196

江丹別畜肉加工研究会
ポークソーセージ(月 1回受注生産 )

450g0 100oFl

お申し込み 0お問い合わせ
旭川市江丹別町拓北
だ
'0166-73-2148  FAX 0166-73…

2148
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去
る
１０
月
２６
日
、
千
葉
県
松
戸
市
に

お
い
て
、
「ま
つ
ど
旭
川
村
」
の
開
村

式

・
お
披
露
目
の
つ
ど
い
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

松
戸
市
に
は
約
１
６
０
名
の
旭
川
出

身
者
が
在
住
し
て
お
り
、

６３
名
が
村
民

わ
）
一　
　
太
田
　
明

釧
路
生
ま
れ
の
私
は
、
５
歳
の
と

き
中
富
良
野
に
移
り
住
み
、

１５
歳
で

旭
川
に
下
宿
し
、
工
業
高
校
に
３
年

通

っ
た
。

昭
和
２０
年
卒
業
後
、
す
ぐ
に
旧
満

州
の
燃
料
廠
に
就
職
し
た
が
、
召

集

・
入
隊

・
終
戦

ｏ
抑
留
と
つ
づ
き
、

結
局
シ
ベ
リ
ア
で
３
年
間
の
重
労
働

を
体
験
。
帰
国
後
、
合
同
洒
精
旭
川

工
場
に
入
社
、

２０
年
勤
め
て
東
京
本

社
に
転
勤
し
た
。

旭
川
に
は
学
生
時
代
も
含
め
２３
年

間
住
ん
だ
こ
と
に
な
る
の
で
、
や
は

り
わ
が
故
郷
は
旭
川
で
あ
る
。

上
川
盆
地
南
西
の
春
光
台
か
ら
大

雪
山

ｏ
十
勝
岳
連
峰
を
望
む
絶
景
に

感
動
し
、
高
砂
台
か
ら
旭
川
の
街
並

と
し
て
登
録
。
こ
の
日
の
開
村
式
に
は

４４
名
の
村
民
と
松
戸
市
長
、
東
京
旭
川

会
の
竹
原
会
長
な
ど
が
、
来
賓
と
し
て

出
席
し
た
。

松
戸
市
に
は
平
成
１３
年
に
「函
館
村
」

が
、
翌
年
に
は

「札
幌
村
」
が
開
村
し

み
を
見
下
ろ
し
、
そ
の
向
こ
う
に
旭

岳
の
秀
峰
が
く
っ
き
り
浮
か
ぶ
風
景

は
い
ま
も
心
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。

旭
川
工
場
の
庶
務
課
に
勤
務
し
て

い
た
頃
、
工
場
見
学
者
の
案
内
役
も

担
当
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
見
学

に
来
ら
れ
た
あ
る
団
体
の
夫
人
い
わ

「私
は
主
人
が
官
史
な
の
で
、
転
勤

の
た
め
全
国
各
地
の
街
を
転
々
と
し

ま
し
た
が
、
旭
川
ほ
ど
住
み
よ
い
街

は
こ
れ
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

街
は
静
か
で
何
本
も
の
清
流
が
流

れ
、
人
々
は
ど
な
た
も
親
切
で
、
心

豊
か
な
人
ば
か
り
、
し
か
も
犯
罪
が

殆
ど
な
く
、
豊
か
な
自
然
に
も
恵
ま

れ
、
安
心
し
て
住
め
る
の
が
と
て
も

嬉
し
い
で
す
」

私
は
思
わ
ず

「あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
申
し
た
こ
と
を
今
も
忘
れ
な
い
。

２３
年
間
住
ん
だ
旭
川
、
私
を
育
て

て
く
れ
た
わ
が
故
郷

・
旭
川
、
胸
を

張
っ
て
誇
れ
る
故
郷
で
あ
る
。

故郷・旭サ||

て
お
り
、
北
海
道
で
は

「旭
川
村
」
は

３
番
目
と
な
る
。
来
年
は

「夕
張
村
」

の
開
村
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
将
来
は

『北
海
道
サ
ミ
ッ
ト
』
の
開
催
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。

村
民
活
動
と
し
て
は
、
村
民
同
士
の

親
睦
の
ほ
か
、
旭
川
市
と
の
交
流
活
動

と
し
て

「懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
訪
問
」

や
行
事

へ
の
参
加
、
そ
し
て
他
の
ふ
る

さ
と
村
と
の
交
流
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

村
民
と
な
れ
る
人
の
条
件
と
し
て
は
、

旭
川
で
生
ま
れ
育

っ
た
人
、
同
地
で
学

び
、
生
業
を
し
た
人
な
ど
、
旭
川
と
関

係
の
あ
る
人
と
な
っ
て
い
る
。

反
対
に
宗
教

・
政
治
活
動
を
す
る
人
、

村
を
利
用
し
て
金
儲
け
を
企
ん
だ
り
、

村
民
同
士
の
争
い
を
お
こ
す
人
、
年
貢

を
納
め
な
い
人
は
、
村
人
に
は
な
れ
な

い
と
の
村
の
定
め
が
あ
る
。

初
代
村
長
に
は
廣
野
貴
之
さ
ん
、
助

役
に
は
鈴
木
孝
さ
ん
、
収
入
役
に
は
海

老
澤
美
智
子
さ
ん
が
就
任
し
て
い
る
。

事
務
所
／
松
戸
市
小
根
本
７
１
２５

松
戸
ま
ち
づ
く
り
交
流
室
テ
ン
ト
小
屋
内

松
戸
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
村
役
場

８
０
４
７
１
３
０
８
１
５
２
０
０

●マークの意味

紅葉に染まるふるさと大雪連邦の初還雪を

「まつど」のMで表現
「まつど」のMは「旭川」のAと Aで支えている

「
こ
の
親
に
し
て
こ
の
子
あ
り
」
と

申
し
ま
す
が
、
北
国
の
あ
る
母
と
小

学
３
年
の
児
童
の
会
話
の
ひ
と
こ
ま
。

母

「Ｋ
君
、
ま
た
お
つ
ゆ
残
し
た
の

か
い
。
悪
い
け
ど
、
学
校
に
行
く

と
き
に
ゴ
ミ
を
投
げ
と
い
て
不ヽ
」

Ｋ

「
い
つ
も
僕
ば
っ
か
し
だ
べ
さ
」

母

「お
父
さ
ん
は
ば
ん
き
り
朝
早
い

し
サ
、
し
か
た
が
な
い
っ
し
よ
」

（子
ど
も
が
小
学
校
か
ら
帰
宅
後
）

母
「今
日
は
学
校
で
何
を
し
た
ん
さ
」

Ｋ

「運
動
会
の
予
行
演
習
が
あ
っ
て

さ
、
徒
競
争
で
げ
れ
っ
ば
に
な
り

そ
う
に
な
っ
た
ん
で
、
は
っ
ち
ゃ

こ
い
て
走
っ
た
ら
、
３
等
に
な
っ

た
さ
」

母

「え
ら
い
つ
し
よ
。
は
じ
め
っ
か

ら
け
つ
ば
れ
ば
、
１
等
な
ん
か
あ

つ
ぱ
く
さ
い
べ
き
。
そ
ん
で
も
っ

て
、
な
ん
ぼ
の
子
を
か
て
て
走
っ

た
ん
さ
」

Ｋ

「５
人
さ
。
し
た
っ
て
心
臓
が
爆

発
す
る
ほ
ど
こ
わ
か
っ
た
よ
」

母

「そ
ん
な
べ
っ
こ
で
走
っ
て
、
と

ろ
く
さ
い
話
し
な
い
も
ん
だ
よ
。

と
こ
ろ
で
、
テ
ス
ト
終
っ
た
ん
で

な
い
か
い
。
知
ら
ん
振
り
し
て
ん

の
」

Ｋ

「な
あ
～
ん
も
さ
。
ほ
れ
、
国
語

は
ま
あ
ま
あ
で
し
ょ
。
だ
け
ど
さ

ぁ
、
算
数
は
な
ん
ぼ
け
っ
ば
っ
て

も
、
げ
れ
っ
ば
の
方
な
ん
さ
」

母

「何
が
ま
あ
ま
あ
さ
。
半
分
こ
も

い
っ
て
な
い
っ
し
よ
。
あ
ん
た
は

く
っ
ち
ゃ
べ
る
割
に
は
、
体
育
の

成
績
も
わ
や
だ
し
、
誰
に
似
た
ん

か
ね
」

Ｋ

「
こ
の
間
、
お
祖
母
ち
ゃ
ん
が
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
似
て
め
ん

こ
い
子
だ
ね
、
と
言
っ
と
っ
た
わ
」

母

「親
を
お
ち
よ
く
る
な
ん
て
、
は

ん
か
く
さ
い
子
だ
よ
」

ど
こ
の
ご
家
庭
で
も

「鳶
鷹
」
を

期
待
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

卜

Ｆ
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エア・ドウが「旭川ど東京」線を新規就航
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「あ
、
雪
の
匂
い
」
の

一

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
ペ
イ
ン
ト

し
た
機
体
が
、
７
月
１８
日

に
旭
川
空
港
に
初
め
て
登

場
し
た
。

《道
民
の
翼
》
と
い
わ
れ

て
い
る
北
海
道
国
際
航
空

（エ
ア

・
ド
ゥ
）
の
旭
川

・

東
京
線
の
新
規
就
航
が
、

こ
の
日
実
現
。

当
初
は
９
月
１
日
か
ら

の
就
航
予
定
で
あ
っ
た
が
、

全
日
空
（Ａ
Ｎ
Ａ
）が
７

月
１７
日
か
ら
路
線
を
引
き

上
げ
る
た
め
、
市
や
経
済

界
か
ら
の
要
請
で
ｌ
ヶ
月

半
早
い
就
航
と
な
っ
た
。

地
元
経
済
界
も
、
民
事

再
生
中
の
同
社
に
、
１
億
円
Ｇ
出
資
を

行
っ
て
実
現
し
た
も
の
。
「旭
川
空
港
利

用
拡
大
期
成
会
」
ぜ
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
ぜ
は
、

７３
％
が
エ
ア
ｏ
ド
ゥ
を

利
用
す
る
と
答
え
て
い
る
。
料
金
も
安

く
設
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
道
北
圏

域
の
観
光
振
興
な
ど
、
経
済
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

忠
別
川
を
ま
た
ぎ
、
宮
前
通
り
東
と

神
楽
岡
公
園
を
結
ぶ

「新
神
楽
橋
」
が

８
月
２９
日
に
部
分
開
通
し
た
。

同
橋
の
建
設
は
、
旭
川
駅
周
辺
整
備

「北
彩
都
あ
さ
ひ
か
わ
」
事
業
の
ひ
と

つ
で
、
来
年
４
月
に
は
全
長
４
３
２
ｍ
、

片
側
２
車
線
、
測
道
と
歩
道
を
含
む
と

４５
ｏ
５
ｍ
幅
の
橋
が
完
成
す
る
。

新
神
楽
橋
の
開
通
で
交
通
渋
滞
の
緩

和
に
加
え
、
川
で
分
断
さ
れ
て
い
る
市

中
心
部
と
の
往
来
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

現
在
の
神
楽
橋
は
、
新
神
楽
橋
の
開

通
後
、
遊
歩
道
の
一
部
と
し
て
歩
行
者

や
自
転
車
専
用
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

開
通
式
に
は
旭
川
土
木
現
業
所
や
市
、

地
元
の
市
民
委
員
会
な
ど
か
ら
約
１
０

０
人
が
出
席
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
続
い

て
市
消
防
音
楽
隊
の
先
導
で
、
渡
り
初

め
を
行
っ
た
。

|‐饂學等籠筆攀
‐

1‐
llllil:||‐
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締
辮
難
構
が

北
海
道

・
中
央
部
の
上
川
盆
地
に

位
置
す
る
旭
川
市
。
巡
る
山
並
み
の

東
方
に
大
雪
山
が
響
え
、
中
原
を
石

狩
川
が
流
れ
る
。

そ
の
石
狩
川
は
、
石
狩
中
央
山
地

の
主
峰
ご
石
狩
岳
（標
高
１
９
６
７

ｍ
）
の
北
麓
を
水
源
と
し
、層
雲
峡
を

経
て
上
川
盆
地
の
中
央
を
多
く
の
河

川
を
合
わ
せ
な
が
ら
北
東
か
ら
南
西

旭り|1橋 ものがたり③へ
横
断
。
神
居
古
渾
渓
谷
を
た
だ

一

カ
所
突
き
抜
け
、
広
大
な
石
狩
平
野

を
潤
し
つ
つ
、
石
狩
町
で
日
本
海
に

注
ぐ
。
総
延
長
２
６
８
ｋｍ
。
道
内
最

大
の
河
川
で
あ
る
。
今
回
は
そ
の
神

居
古
渾
が
舞
台
だ
。

神
居
大
橋
を
見
渡
せ
る
小
高
い
丘

に
ひ
っ
そ
り
と
立
つ
歌
碑
。
〈た
き
つ

波

ま
し
ろ
う
自
う

岩
に
ち
る

神
居
古
渾
の
く
も
れ
る
真
昼
〉
と
あ
る
。

「昭
和
の
歌
人
」
と
し
て
知
ら
れ
る
九
条

武
子
の
歌
で
あ
る
。
武
子
は
西
本
願
寺

法
主
大
谷
光
尊
の
次
女
で
、
男
爵
九
条

良
致
夫
人
。
北
海
道
旅
行
に
出
掛
け
、

当
時
の
神
居
古
渾
駅
で
汽
車
を
降
り
、

小
高
い
丘
に
立
っ
て
吊
橋
を

一
望
、
こ

の
歌
を
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
地
に
最
初
に
橋
が
架
け
ら
れ
た
の

は
明
治
３．
年
（１
８
９
８
）
に
逆
上
る
。

札
幌
郡
苗
穂
村
戸
長
だ
っ
た
安
藤
彦
松

が
職
を
辞
し
、
バ
ッ
タ
駆
除
の
た
め
神

居
古
渾
に
移
住
す
る
。
明
治
３．
年
７
月

に
鉄
道
開
通
、
や
が
て
駅
合
が
建

つ
。

安
藤
ら
が
住
む
集
落
（現
国
道
１２
号
線

側
）と
対
岸
の
駅
を
結
ぶ
た
め
、私
費

を
投
じ
て
架
け
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

長
さ
４３
・２
ｍ
。大
さ
４
ｍｍ
あ
る
８
番
線

の
針
金
が
橋
の
上
部
に
１６
本
、下
部
に

・２
本
の
計
２８
本
で
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
「針
金
橋
」と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

針
金
橋
は
や
が
て
徳
富
直
花
や
岩
野

泡
鳴
の
小
説
に
題
材
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
、
神
居
古
渾
の
絶
景
と
と
も
に
、

こ
の
吊
橋
を
渡
る
際
の
恐
怖
感
が
語
り

継
が
れ
る
。

訪
れ
た
人
な
ら
誰
で
も
記
憶
に
あ
る

が
、
石
狩
川
は
神
居
古
渾
で
大
き
な
渦

を
巻
い
て
激
流
に
変
身
す
る
。
明
治
時

代
、
当
時
の
陸
軍
が
水
深
を
測
量
し
た

く
て
も
急
流
に
阻
ま
れ
て
測
れ
な
か
っ

た
こ
と
、
さ
ら
に
自
殺
の
名
所
で
い
っ

た
ん
こ
こ
に
身
を
投
げ
る
と
ほ
と
ん
ど

死
体
が
上
が
ら
な
い
、
と
言
い
伝
え

ら
れ
て
き
た
。

橋
は
や
が
て
大
正
１４
年
（１
９
２

Ｆ↓

に
「神
龍
橋
」と
名
を
変
え
、
新

た
な
吊
橋
が
架
設
さ
れ
る
。
景
勝
地

と
し
て
の
名
声
が
高
ま
っ
て
住
民
の

熱
望
が
強
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
橋

の
長
さ
は
１
０
６
ｍ
、
幅
員
２
ｏ
４

ｍ
。
こ
の
と
き
、
地
元
有
志
か
ら
１

２
０
０
円
の
寄
付
が
あ
っ
た
と
記
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
架
設

工
事
に
い
か
に
期
待
が
大
き
か
っ
た

か
が
う
か
が
わ
れ
る
。

現
在
の
「神
居
大
橋
」
の
原
型
と
な

る
吊
橋
に
架
け
換
え
ら
れ
た
の
は
昭

和
１３
年
（１
９
３
８
）
、総
工
費
１
５

１
万
円
。昭
和
４７
年
（１
９
７
２
）
に

は
、
こ
の
旧
橋
も
解
体
さ
れ
、今
に
残

る
吊
橋
（神
居
大
橋
）
の
架
設
と
な

っ
た
。現
在
、橋
の
た
も
と
に
「１０
人
以

上
同
時
に
渡
ら
な
い
で
下
さ
い
」と

の
立
札
が
建
つ
。安
藤
が
私
費
で
架

け
た
針
金
橋
に
も
「五
人
以
上
同
時

に
渡
る
べ
か
ら
ず
」と
あ
っ
た
と
い
う
。

旧
国
鉄
の
神
居
古
渾
駅
は
昭
和
４４

年
（１
９
６
９
）
に
函
館
本
線
複
線

化
に
伴

っ
て
廃
駅
と
な
り
、
現
在
は

旭
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
休
憩

地
に
変
貌
し
た
。ま
た
、
１
０
０
年
前

に
安
藤
が
植
え
た
「古
渾
桜
」も
再

び
か
つ
て
の
桜
の
名
所

・
神
居
古
渾

と
し
て
よ
み
が
え
ろ
う
と
し
て
い
る
。

（参
考
文
献
は
関
根
正
次
著
「旭
川
の
橋
」な
ど
）

「神居大橋」編

‐
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皇

・
皇
后
両
陛
下
が

行
幸
啓

天
皇

ｏ
皇
后
両
陛
下
が
有
珠
山
復
興

の
視
察
な
ど
で
来
道
さ
れ
、
７
月
４
日

に
旭
川
に
お
立
ち
寄
り
に
な
り
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
が
旭
川
を
訪
れ
る
の
は
昭

和
４３
年
以
来
、
ど
宿
泊
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
２９
年
以
来
の
こ
と
で
す
。

車
列
が
通
過
す
る
沿
道
で
は
、
大
勢

の
市
民
が
幾
重
に
も
連
な
っ
て
日
の
丸

の
小
旗
を
振
る
光
景
が
続
き
、
宿
泊
し

た
ホ
テ
ル
の
周
辺
の
歩
道
は
、
ひ
と
目

見
よ
う
と
す
る
市
民
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。

両
陛
下
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「緑
が
丘
あ
さ
ひ
園
」
を
訪
れ
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
者
が
ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
様
子
や
、

入
園
者
の
リ
ハ
ビ
ソ
訓
練
を
視
察
さ
れ
、

お
年
寄
り
や
職
員
に
近
寄
っ
て
気
軽
に

お
声
を
掛
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
１
月
に
三
笠
宮
寛
仁
親
王
両

殿
下
、
２
月
に
は
秋
篠
宮
両
殿
下
も
来

旭
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
皇
室
の
方
々

を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

山
下
敬
吾
さ
ん
に

旭
川
市
民
栄
誉
賞
を
贈
呈

囲
碁
会
の
最
高
峰
と
称
さ
れ
る
棋
聖

戦
に
挑
み
、
２
月
２７
日
に
史
上
最
年
少

で
み
ご
と
に
棋
聖
位
を
獲
得
し
た
山
下

敬
吾
さ
ん
の
快
挙
を
た
た
え
、
３
月
２２

日
に
市
民
栄
誉
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

山
下
敬
吾
さ
ん
は
昭
和
５３
年
９
月
６

日
旭
川
生
ま
れ
。
５
歳
の
こ
ろ
父
親
の

健
夫
さ
ん
の
手
ほ
ど
き
を

・
受
け
て
囲
碁

を
始
め
、
東
栄
小
学
校
２
年
生
の
時
に
、

少
年
少
女
囲
碁
全
国
大
会
に
お
い
て
、

史
上
最
年
少
で
優
勝
。
翌
年
に
プ
ロ
棋

士
を
目
指
し
て
上
京
し
、
中
学
３
年
生

で
プ
ロ
棋
士
に
な
り
、
平
成

Ｊ
Ⅵ
に
第

２５
期
碁
聖
位
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

市
民
栄
誉
賞
の
受
賞
は
、
先
輩
で
あ

る
囲
碁
の
小
林
光
一
さ
ん
、
柔
道
の
恵

本
裕
子
さ
ん
、
プ
ロ
野
球
の
星
野
伸
之

さ
ん
に
続
き
４
人
目
と
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
青
少
年
科
学
館
は

「北
彩
都

あ
さ
ひ
か
わ
」
に
建
設
さ
れ
、
平
成
１７

年
７
月
に
開
館
す
る
予
定
で
す
。

１
階
の
玄
関
ホ
ー
ル
に
は
、
「ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
」
を
設
置
。
５
ｍ
の

高
さ
か
ら
流
れ
る
水
の
幕
に
、
自
分
の

顔
や
各
種
映
像
が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

常
設
展
示
の

「北
国
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、
雪
の
結
晶
や
気
候
の
仕
組
み
な
ど
、

北
国
特
有
の
気
候
を
学
び
、
「地
球
コ
ー

ナ
ー
」
で
は
、
地
震
や
噴
火
な
ど
地
球

の
自
然
現
象
や
人
類
の
進
歩
な
ど
が
、

「宇
宙
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
無
重
力
の

の
疑
似
体
験
や
迫
真
の
映
像
に
よ
り
宇

宙
旅
行
を
体
験
、
広
大
な
宇
宙
の
原
理

が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
学
べ
ま
す
。

４０
人
程
度
を
収
容
す
る
シ
ア
タ
ー
で

は
、
２
５
０
イ
ン
チ
の
大
画
面
に
よ
る

迫
力
の
立
体
映
像
を
上
映
。
雪
や
氷
を

テ
ー
マ
に
し
た
展
示
や
、
氷
点
下
３０
℃

ま
で
の
低
温
実
験
室
を
設
置
し
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
の
実
験
を
行
い
ま
す
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
ド
ー
ム
の
直
径

が
・８
ｍ
、
客
席
は
約
１
７
０
席
で
、
現

在
の
科
学
館
の
約
２
倍
の
広
さ
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
星
空
投
影
の
ほ
か
、
デ
ジ

タ
ル
ド
ー
ム
映
像
を
導
入
し
ま
す
。

し
い
科
学
館
の

画
が
ま
と
ま
る
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２
階
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
実
習
室
や
理

科
実
験
室
、
電
子
、
本
工
の
工
作
室
を

設
置
。
自
習
室
で
は
昆
虫
や
鉱
物
等
の

標
本
や
図
鑑
も
完
備
、
顕
微
鏡
を
使

っ

た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
検

索
も
で
き
る
な
ど
、
科
学
の
不
思
議
を

自
由
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

屋
上
に
は
口
径
６０
ｃｍ
級
の
反
射
カ
セ

グ
レ
ン
式
大
型
天
体
望
遠
鏡
、
日
径
２０

ｃｍ
の
太
陽
里
苫
〔観
測
用
望
遠
鏡
を
備
え

た
天
文
台
２
基
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

今
後
は
、
親
し
み
や
す
い
愛
称
の
公

募
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
導
入
な
ど
、
開

か
れ
た
科
学
館
づ
く
り
が
積
極
的
に
進

め
ら
れ
ま
す
。

カ
ム
イ
・ス
キ
ー
リ
ン
ク
ス
の

営
業
譲
渡
先
が
決
定

道
内
有
数
の
ス
キ
ー
場

「カ
ム
イ

ｏ

に
河
し
に
博
熾
曜
咄

岡
）
の
営
業
譲
渡
先
が
決
ま
り
ま
し
た
。

譲
渡
先
は
市
内
の
不
動
産
業
、
旭
川

北
イ
ン
タ
ー
開
発
公
社

（湯
佐
英
司
社

長
）で
、今
期
も
例
年
ど
お
り
営
業
す
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

１
９
８
４
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
同
ス

キ
ー
場
は
、
国
際
ス
キ
ー
連
盟
（Ｆ
Ｉ

Ｓ
）公
認
の
３
０
０
０
ｍ
コ
ー
ス
を
始

め
、
合
計
８
本
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

全
国
的
に
ス
キ
ー
愛
好
家
が
減
少
す

る
な
か
で
、
経
営
難
に
よ
り
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
関
係
者
の
情

熱
に
よ
り
、
無
事
継
続
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
１
月
、
東
京
旭
川
会
の
故
八

木
祐
四
郎
前
会
長
の
尽
力
に
よ
り
実
現

し
た

「全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大

会
」
で
も
、
雪
質
と
コ
ー
ス
の
す
ば
ら

し
さ
は
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

来
年
の
２
月
に
は
、
「全
国
高
校
総
体

ス
キ
ー
大
会
」
の
ア
ル
ペ
ン
競
技
の
会

場
に
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
１５
年
度
の
「総
会

・
懇
親
会
」は

盛
会
の
う
ち
に
終
え
た
。
会
場
に
ざ
っ

と
目
を
見
張
ら
せ
た
印
象
で
は
、
参
加

者
の
平
均
年
齢
は
６０
歳
前
後
か
。
「若
年

層
が
少
な
い
」と
は
大
方
の
感
想
。
や
は

り
故
郷

へ
の
郷
愁
は
年
輪
と
の
相
関
関

係
あ
り
か
。
若
者
を
引
き
付
け
る
良
い

ア
イ
デ
ア
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局

ま
で
ご

一
報
下
さ
い
。
（Ｓ
）

新
象
後
多


